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序第
一
章

原
爆
文
学
と
い
う
問
題
領
域
―
「
夏
の
花
」
「
黒
い
雨
」
の
正
典
化
、
あ
る

プ
ロ

ブ
レ

マ
テ

ィ
ー

ク

い
は
『
原
爆
文
学
史
』

補
論
Ⅰ

小
沢
節
子
『
「
原
爆
の
図
」
―
描
か
れ
た
〈
記
憶
〉
、
語
ら
れ
た
〈
絵
画
〉
』

第
二
章

朝
鮮
人
被
爆
者
を
め
ぐ
る
言
説
の
諸
相
―
七
〇
年
前
後
の
光
景

第
三
章

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
漫
画
、
甦
る
被
爆
都
市
の
記
憶
―
『
夕
凪
の
街

桜
の

国
』

補
論
Ⅱ

福
間
良
明
『
「
反
戦
」
の
メ
デ
ィ
ア
史
―
戦
後
日
本
に
お
け
る
世
論
と
輿
論

の
拮
抗
』
、
吉
村
和
真
・
福
間
良
明
編
『
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
が
い
た
風
景
―

マ
ン
ガ
・
戦
争
・
記
憶
』

第
四
章

被
害
と
加
害
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
―
戦
後
日
本
と
「
わ
た
し
た
ち
」

第
五
章

〝
「
あ
や
ま
ち
は
繰
り
返
し
ま
せ
ん
」
と
／
誓
っ
た
わ
た
し
た
ち
〟

あ
と
が
き

「
原
爆
文
学
」
の
名
を
冠
し
た
研
究
書
と
し
て
、
黒
古
一
夫
『
原
爆
文

学
論
―
核
時
代
と
想
像
力
』
（
彩
流
社
、
一
九
九
三
・
七
）
が
あ
る
。
「
あ
と
が

き
」
に
は
、
目
的
と
し
て
「
き
ち
ん
と
し
た
形
で
戦
後
文
学
史
、
現
代
文

学
の
な
か
に
「
原
爆
文
学
」
を
位
置
付
け
た
い
」
、
「
〈
近
代
・
戦
後
〉
の

意
味
を
「
文
学
」
の
側
か
ら
考
え
よ
う
と
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
ス
タ
ン
ス
が
以
後
一
貫
し
て
い
る
こ
と
は
、
『
原
爆
は
文
学
に
ど
う

描
か
れ
て
き
た
か
』
（
八
朔
社
、
二
〇
〇
五
・
八
）
が
通
史
的
に
ま
と
め
ら
れ
、

『
林
京
子
論
―
「
ナ
ガ
サ
キ
」
・
上
海
・
ア
メ
リ
カ
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
七
・
六
）
を
「
「
原
爆
文
学
論
」
の
集
大
成
」
、「
お
の
れ
の
文
学
観
・

批
評
方
法
の
総
ま
と
め
」
（
「
あ
と
が
き
」
）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
「
原
爆
文
学
」
は
、
近
代
文
学
（
史
）
お
よ
び
文

壇
の
枠
組
み
に
お
け
る
「
人
間
」
的
な
価
値
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
、
大
き
な
「
政
治
」
に
対
す
る
「
文
学
」
側
の
方
途
と
し
て
人

々
の
反
核
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

本
書
『
原
爆
文
学
と
い
う
問
題
領
域
』
に
お
け
る
「
原
爆
文
学
」

プ
ロ

ブ
レ

マ
テ

ィ
ー

ク

の
と
ら
え
方
は
、
黒
古
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
第
一
章
の
末
尾
に
は
著
者

の
基
本
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

原
爆
文
学
（
史
）
の
起
源
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
欲
望
が
充
填
さ
れ

て
い
る
。
原
爆
文
学
に
つ
い
て
語
る
こ
と
、
原
爆
文
学
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
の
成
立
そ
の
も
の
が
、
戦
後
日
本
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
空
間

の
同
一
性
の
構
築
、
脱
構
築
、
再
構
築
と
い
っ
た
実
践
と
極
め
て
深

く
結
び
つ
い
て
い
る
。
現
在
、
「
夏
の
花
」
や
「
黒
い
雨
」
に
つ
い

て
語
る
言
葉
は
そ
こ
か
ら
ど
れ
ほ
ど
自
由
だ
ろ
う
か
。
私
は
原
爆
文

学
を
、
超
歴
史
的
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
で
は
な
く
、
戦
後
日
本
の
言
説



空
間
を
構
成
し
た
問
題
領
域
の
ひ
と
つ
と
し
て
把
握
し
た
い
。
そ
し

プ
ロ

ブ
レ

マ
テ

ィ
ー

ク

て
そ
れ
は
、
戦
後
日
本
が
内
包
す
る
多
様
な
問
題
群
に
常
に
開
か
れ

た
領
域
と
し
て
、
原
爆
文
学
を
再
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
試
み
は
原
爆
文
学
を
容
易
く
手
放
す
こ
と
と
は

別
で
あ
る
。
い
ま
模
索
さ
れ
る
べ
き
は
、
原
爆
文
学
が
領
域
化
さ
れ

る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
人
々
が
真
摯
に
語
っ
た
戦
後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
丹
念
に
再
構
成
し
な
が
ら
、
な
お
か
つ
、
出
来
事
と
し
て
の
記
憶

を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
論
者
自
身
を
も
拘
束
す
る

知
と
感
性
を
問
い
返
す
よ
う
な
実
践
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
四
七
頁
）

あ
る
い
は
、
「
特
定
の
意
味
を
積
極
的
に
作
品
に
読
み
込
む
よ
う
な
文

脈
の
形
成
と
そ
の
社
会
的
機
能
を
探
る
こ
と
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
被
爆

者
／
非
被
爆
者
、
非
日
常
／
日
常
、
異
常
／
平
常
、
記
録
／
虚
構
、
政
治
／

文
学
と
い
っ
た
多
様
な
対
立
軸
が
折
り
重
な
る
原
爆
文
学
と
い
う
問
題
領
域

プ
ロ

ブ
レ

マ
テ

ィ
ー

ク

で
う
ご
め
く
、
記
憶
の
政
治
性
を
検
証
す
る
試
み
で
あ
る
」
（
一
六
―
一
七

頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
本
書
が
人
を
刺
激
し
挑
発
し
て
や
ま
な
い
の
は
、

「
原
爆
文
学
」
を
め
ぐ
る
社
会
的
・
歴
史
的
な
葛
藤
や
抗
争
の
中
へ
積
極

的
に
分
け
入
り
、
そ
の
多
層
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て

い
る
か
ら
だ
。
本
書
が
再
領
域
化
す
る
「
原
爆
文
学
」
の
射
程
は
、
原
民

喜
「
夏
の
花
」
、
井
伏
鱒
二
「
黒
い
雨
」
、
栗
原
貞
子
の
詩
か
ら
、
中
沢
啓

治
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
、
小
林
よ
し
の
り
『
戦
争
論
』
、
こ
う
の
史
代
『
夕

凪
の
街

桜
の
国
』
と
い
っ
た
漫
画
、
石
牟
礼
道
子
、
大
江
健
三
郎
、
本

島
等
ら
の
言
説
ま
で
及
ぶ
。
美
術
、
漫
画
、
社
会
運
動
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
記
事
な
ど
も
横
断
し
て
論
じ
て
い
く
様
は
躍
動
性
に
富
み
、
注
が
示
す

よ
う
に
細
か
い
目
配
り
も
き
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
著
者
の
姿
勢
は
、「
そ

う
し
た
痕
跡
（
体
験
者
の
存
在
や
出
来
事
の
、
イ
メ
ー
ジ
や
言
葉
―
引
用
者
注
）
の

一
つ
一
つ
か
ら
過
去
の
出
来
事
を
解
読
す
る
想
像
力
を
鍛
え
、
そ
れ
を
語

る
方
法
を
探
り
つ
づ
け
」
、
「
蓄
積
さ
れ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
の
向
か
い

方
―

技
術
と
倫
理
―

を
練
り
上
げ
て
い
く
こ
と
」
（
一
四
一
頁
）
を
実

践
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
長
岡
弘
芳
『
原
爆
文
学
史
』
や
「
黒
い
雨
」
研
究
史
、
近
年
の

「
原
爆
の
図
」
研
究
、
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
研
究
な
ど
、
批
評
の
視
座
・

方
法
論
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。
興
味
深

い
の
は
、
補
論
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
近
年
の
研
究
書
が
い
わ
ゆ
る
文
学
論

で
は
な
く
、
絵
画
、
漫
画
、
メ
デ
ィ
ア
を
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
領
域
横
断
的
な
批
評
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

「
九
〇
年
代
以
降
に
限
っ
て
い
え
ば
、
先
鋭
的
な
〈
批
評
・
方
法
意
識
〉

の
多
く
は
、
絵
画
・
図
像
・
映
像
な
ど
の
視
覚
表
現
、
博
物
館
や
記
念
碑

な
ど
の
公
共
展
示
、
被
爆
者
の
証
言
＝
物
語
行
為
な
ど
、
狭
義
の
文
学
研

究
と
は
別
領
域
に
軸
足
を
置
い
て
開
拓
さ
れ
て
き
た
」 （
六
〇
頁
）
と
い
う
。

こ
こ
で
は
「
透
徹
し
た
思
考
の
集
成
」
（
四
八
頁
）
と
評
す
る
、
米
山
リ
サ

『
広
島

記
憶
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』
（
一
九
九
九
／
邦
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

五
・
七
）
な
ど
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
原
爆
に
つ
い
て
特
権
的
に
語
る
こ
と
、
都
合
よ
く
語
る
こ
と
の
危
険

を
己
の
問
題
と
し
て
自
覚
し
な
が
ら
、
近
年
の
研
究
の
成
果
と
問
題
点
を

鏡
と
し
て
、
自
ら
立
つ
研
究
の
あ
り
よ
う
が
探
ら
れ
て
い
る
。
本
書
を
通

じ
て
試
み
ら
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
原
爆
文
学
研
究
の
「
脱
構
築
、
再
構

築
と
い
っ
た
実
践
」
で
あ
り
、
「
現
在
の
論
者
自
身
を
も
拘
束
す
る
知
と

感
性
を
問
い
返
す
よ
う
な
実
践
」
で
あ
る
。
今
後
、
原
爆
文
学
研
究
に
つ



い
て
考
え
よ
う
と
す
る
な
ら
、
本
書
を
見
ず
に
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い

し
、「
原
爆
」「
文
学
」「
研
究
」
の
い
ず
れ
か
に
関
心
を
持
つ
者
に
も
、「
戦

後
日
本
が
内
包
す
る
多
様
な
問
題
群
」
へ
の
格
好
の
入
り
口
を
用
意
す
る
。

さ
て
、
本
書
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た

個
別
の
論
文
を
加
筆
訂
正
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
著
者
に
は
、
古
川

ち
か
し
・
林
珠
雪
と
の
共
編
著
『
台
湾
・
韓
国
・
沖
縄
で
日
本
語
は
何
を

し
た
の
か
―
言
語
支
配
の
も
た
ら
す
も
の
』
（
三
元
社
、
二
〇
〇
七
・
三
）
が

あ
る
が
、
単
著
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
収
録
さ
れ
た
論
文
の
中
で
、
表

題
論
文
が
一
番
早
く
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
言
及
さ
れ
る
朝
鮮
人
被

爆
者
の
問
題
（
第
一
章

節
）、
被
爆
都
市
の
記
憶
と
ト
ラ
ウ
マ
（
第
一
章

5

1

節
）、
栗
原
貞
子
の
詩
を
め
ぐ
る
加
害
と
被
害
の
問
題
（
第
一
章

節
）
は
、

6

第
二
章
以
降
の
展
開
を
予
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
朝
鮮
人
被
爆
者
に
つ
い
て
は
、
中
心
に
論
じ
た
第
二
章
だ
け

で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
全
章
に
わ
た
っ
て
話
題
に
の
ぼ
る
。
一
九
六
〇
年

代
半
ば
か
ら
日
本
人
以
外
の
被
爆
者
、
特
に
朝
鮮
人
被
爆
者
の
存
在
が
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
長
岡
弘
芳
の
『
原
爆
文
学
史
』

で
も
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
が
、
「
戦
後
の
日
本
／
韓
国
・
朝
鮮
と
い
う
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
所
与
と
す
る
こ
と
で
、
戦
前
の
植
民
地
体
制
の
記
憶
を
忘
却

す
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
」
い
、
逆
に
「
戦
後
日
本
の
同
一
性
を
維
持
す

る
良
心
的
ア
リ
バ
イ
と
し
て
機
能
し
か
ね
ず
、
そ
れ
と
と
も
に
植
民
地
・

戦
争
の
経
験
を
再
定
義
す
る
契
機
は
見
失
わ
れ
」
る
（
第
一
章
、
三
八
―
三

九
頁
）。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
「
原
爆
ス
ラ
ム
」
を
再
現
し
よ
う
と
試

み
た
『
夕
凪
の
街

桜
の
国
』
で
は
、
「
在
日
の
痕
跡
は
、
き
れ
い
さ
っ

ぱ
り
拭
い
去
ら
れ
て
い
る
」
（
第
三
章
、
一
二
四
頁
）。
ド
ラ
マ
版
『
は
だ
し

の
ゲ
ン
』
（
二
〇
〇
七
年
）
に
お
け
る
「
朴
さ
ん
」
の
胸
中
は
、
「
彼
自
身
の

言
葉
で
明
か
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」 （
第
五
章
、
二
一
四
頁
）
等
々
。

こ
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
朝
鮮
人
お
よ
び
朝
鮮
人
被
爆
者
へ
の
注
視

に
は
、
小
説
や
漫
画
や
ド
ラ
マ
と
い
っ
た
「
書
き
直
し
行
為
」
（
原
爆
に
つ

い
て
何
か
を
語
る
こ
と
そ
の
も
の
も
指
す
）
に
よ
る
、
「
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
」
す

な
わ
ち
「
何
が
顕
在
化
し
、
何
が
忘
却
さ
れ
た
の
か
」
、
「
現
在
ど
の
よ
う

な
社
会
的
機
能
を
備
え
て
い
る
の
か
」
（
一
二
七
頁
）
を
見
極
め
よ
う
と
す

る
本
書
の
性
格
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
「
夏
の
花
」
「
黒
い
雨
」
の
「
正

典
化
」
（
顕
在
化
）
が
進
む
と
き
「
被
爆
者
と
非
被
爆
者
の
国
民
的
和
解
」

が
「
演
出
」
さ
れ
る
一
方
、
大
田
洋
子
の
忘
却
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
っ

た
（
第
一
章
、
三
一
―
三
二
頁
）。
詩
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
い
う
と
き
」
が
「
ア
ジ

ア
へ
の
加
害
責
任
を
発
し
よ
う
と
す
る
〈
加
害
と
被
害
の
複
合
的
自
覚
〉
」

を
「
表
現
化
」
（
顕
在
化
）
す
る
の
は
、
「
そ
の
出
発
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ

と
の
出
会
い
」
が
忘
却
化
・
隠
蔽
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
（
第
四
章
、
一
九
七
頁
）。
以
上
の
よ
う
な
重
要
な
指
摘
も
、
顕
在
化
／
忘

却
化
が
鍵
と
な
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
本
書
で
は
「
抑
圧
さ
れ
た
他
者

の
存
在
を
歴
史
の
舞
台
に
登
録
し
よ
う
と
す
る
記
述
行
為
が
、
そ
れ
を
表

象
し
た
と
思
わ
れ
る
瞬
間
に
、
別
の
抑
圧
や
忘
却
を
遂
行
し
て
し
ま
う
」

（
六
七
頁
）
と
い
う
困
難
さ
も
述
べ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
繰
り
返
し
朝

鮮
人
被
爆
者
に
言
及
す
る
こ
と
（
顕
在
化
）
が
、
一
方
で
ど
の
よ
う
な
忘

却
化
の
危
険
を
孕
む
の
か
、
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

著
者
が
挙
げ
た
今
後
の
課
題
は
、「
被
爆
者
」
と
い
う
主
体
の
虚
構
性
・

不
完
全
性
を
暴
き
う
る
大
田
洋
子
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
検
討
（
三
四
頁
）、

朝
鮮
人
被
爆
者
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
の
個
々
の
分
析
（
九
八
頁
）、
日
本



国
憲
法
と
原
爆
言
説
と
の
関
係
（
一
〇
一
頁
）、
「
菊
と
ナ
ガ
サ
キ
」
の
改

稿
問
題
（
一
〇
三
頁
）、
核
武
装
言
説
の
登
場
と
構
造
（
二
〇
三
頁
）、
序
文

で
も
取
り
上
げ
る
石
原
吉
郎
の
広
島
と
収
容
所
体
験
を
め
ぐ
る
議
論
（
二

三
一
頁
）
な
ど
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
こ
れ
以
外
に
も
展
開
さ
れ
る
問
題
は

多
い
。
た
と
え
ば
、
文
学
作
品
の
再
検
討
。
近
年
の
原
爆
小
説
作
品
と
し

て
、
三
島
由
紀
夫
賞
受
賞
作
の
鹿
島
田
真
希
『
六
〇
〇
〇
度
の
愛
』
（
新
潮

社
、
二
〇
〇
五
・
六
）、
谷
崎
潤
一
郎
賞
と
伊
藤
整
賞
を
受
賞
し
た
青
来
有
一

『
爆
心
』
（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
六
・
一
一
）、
表
題
作
「
被
爆
の
マ
リ
ア
」
を

収
め
た
田
口
ラ
ン
デ
ィ
『
被
爆
の
マ
リ
ア
』
（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
六
・
五
）

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
長
崎
を
舞
台
と
し
て
選
び
、
被
爆
六
〇
年
に
合
わ
せ

る
よ
う
に
発
表
さ
れ
、
し
か
し
、
『
夕
凪
の
街

桜
の
国
』
ほ
ど
の
広
範

な
反
響
を
得
た
と
は
言
い
が
た
い
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
、
「
意
味
生

成
の
磁
場
」
（
第
一
章
、
一
六
頁
）、
「
記
憶
の
政
治
性
」
の
観
点
か
ら
分
析
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。
ま
た
、
女
性
被
爆
者
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
『
黒
い

雨
』
、
『
父
と
暮
せ
ば
』
、
『
夕
凪
の
街

桜
の
国
』
な
ど
で
触
れ
て
い
る
。

「
多
様
な
対
立
軸
」
の
中
に
は
、
男
性
／
女
性
、
大
人
／
子
供
の
問
題
も

含
ま
れ
る
の
だ
か
ら
、「
原
爆
の
図
」
に
お
け
る
「
母
子
や
少
女
の
形
象
」

と
い
う
「
容
易
に
感
情
移
入
を
促
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
配
置
」
（
六
二
頁
）
と
い

う
視
座
か
ら
、
「
サ
ダ
コ
」
の
物
語
や
教
科
書
と
い
っ
た
教
育
と
文
学
が

交
錯
す
る
領
域
を
考
察
す
る
（
四
九
頁
）
契
機
と
も
な
る
だ
ろ
う
。
対
立

軸
に
は
ヒ
ロ
シ
マ
／
ナ
ガ
サ
キ
と
い
う
旧
く
て
新
し
い
問
題
も
あ
る
し
、

本
書
が
焦
点
化
し
た
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
七
〇
年
代
前
半
と
い
う
時
代
設

定
を
、
敗
戦
直
後
や
一
九
五
〇
年
代
に
置
き
換
え
れ
ば
、
「
原
爆
文
学
」

と
い
う
問
題
領
域
は
ま
た
別
の
様
相
を
見
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

せ
め
て
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
原
爆
を
語
る
言
葉
や
表

現
の
歴
史
的
堆
積
に
お
も
い
き
っ
て
身
を
沈
み
込
ま
せ
、
そ
こ
か
ら

生
じ
る
苦
痛
と
快
楽
の
狭
間
か
ら
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
私
が
執
拗
に

語
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
〝
わ
た
し
た
ち
〟
と
は
い
か
な
る
も

の
で
あ
っ
て
、
も
し
く
は
い
か
な
る
も
の
で
は
な
い
の
か
、
粘
り
強

く
思
考
す
る
し
か
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
原
爆
文

学
の
研
究
―

あ
る
い
は
原
爆
に
つ
い
て
の
文
学
的
研
究
―

と
い

う
営
み
を
通
し
て
、
国
家
や
資
本
の
論
理
に
飼
い
な
ら
さ
れ
た
言
葉

で
は
な
い
、
別
の
言
葉
の
あ
り
よ
う
を
模
索
す
る
歓
び
で
あ
り
、
願

う
な
ら
ば
「
ま
や
か
し
」
で
は
な
い
「
連
帯
」
を
想
像
＝
創
造
す
る

力
を
養
い
た
い
と
夢
想
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
（
七
頁
）

「
連
帯
」
と
い
う
語
は
、
「
紋
切
り
型
に
囚
わ
れ
つ
つ
も
被
植
民
地
者
同

士
の
連
帯
を
語
り
だ
そ
う
と
し
た
「
南
の
島
」
」
の
持
つ
「
危
険
な
潜
勢

力
」
に
着
目
し
「
五
〇
年
代
原
水
禁
運
動
に
対
す
る
痛
烈
な
批
評
」 （
四
一
―

四
三
頁
）
と
し
て
読
み
返
そ
う
と
す
る
な
か
で
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本

書
で
明
確
に
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
先
に
列
挙
し
た

著
者
の
今
後
の
課
題
が
、
決
し
て
一
人
の
研
究
者
で
囲
い
込
も
う
と
す
る

も
の
で
は
な
く
、
読
者
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
、
本
書
の

「
連
帯
」
の
可
能
性
が
見
出
さ
れ
る
。

（
二
〇
〇
八
年
四
月

創
言
社

二
四
二
頁

二
二
〇
〇
円
＋
税
）

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
博
士
後
期
課
程
三
年
）


